

































　臨床医学における IVR（interventional radio logy）
の貢献も忘れてはならない．IVRは放射線診断技術
の治療的応用をした放射線医学であり，数々の治療
に応用されている．画像診断機器，カテーテルなど
の進歩と共に発展を続けている分野である．
　画像診断は今後もさらに発展していくことは疑い
がないと思われるし，今後どのように進化を遂げて
いくのは非常に興味があるところである．今回の特
集では画像診断の現状と展望に関して，核医学を含
む画像診断ならびに IVR に関して昭和大学附属病
院ならびに関連病院でご活躍の放射線科医に御執筆
をお願いした．中枢神経の画像診断は横浜市北部病
院放射線科（現：北里大学放射線科）の浮州龍太郎
准教授，乳腺領域は昭和大学病院放射線科の広瀬正
典准教授，心臓領域は昭和大学病院放射線科の須山
淳平講師，腹部領域は豊洲病院放射線科の長谷川真
准教授，IVR は藤が丘病院放射線科の橋本東児准
教授，核医学・PETは山梨赤十字病院放射線科部
長の武中泰樹先生（横浜市北部病院客員教授）に御
依頼させて頂いた．日常の診療，教育，研究で非常
に御多忙な中，快くお引き受け頂いたことに感謝し
たい．この特集が画像診断に対しての理解と興味に
役立つことを願ってやまない．
